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の向上させる上で重要であると考えられる。  

高齢者の機能的移動能力を評価する方法とし

ては、Timed Up and Go Test (以下 TUG)が

広 く 知 ら れ て い る 。 TUG は 1986 年 に

Mathias ら 15)によって開発された Get up 

and go test を 原 型 と し て ， 1991 年 に

Podsiadlo ら 16)が Get up and go test の検者

間信頼性を改善する形で開発された。TUG は

座位－起立－歩行－方向転換―着座までの一

連の流れを含むため，移動能力やバランス能

力に加え，一連の動作を円滑に行えるかを評

価することができると考えられている。  

また、上記の動作を含むことから転倒との関

連も数多く報告され、力学的な研究によって

高齢者がどの局面でバランスを崩すか明らか

にされつつある。しかし、床反力計等を用い

た力学的な検証は、客観性と正確性に優れて

いる反面、専門的な機材、知識が必要なため、

介護現場の従事者が行うことが難しい。その

ため、介護の現場などでは、直感的かつ、客

観的な評価が可能な映像を用いた評価が重要

となってくる。  

そこで、本研究では高齢者と大学生の方向転

換動作を比較することで、方向転換時の動作

が加齢に伴いどのように変化するかを検証し、

将来的に介護現場で簡便に使用することので

きる画像を用いた方向転換動作の指標を作成

することに寄与する基本データの作成を目的

とした。  

Ⅱ .方法  

1．対象者  

整形外科的疾患がなく医師による運動制限を

受けていない、大学生の男女 12 名（男性 8

名、女性 4 名：20.36±0.50 歳）と 60 歳以上

の男女 10 名（男性 3 名、女性 14 名：70.65

±10.29 歳）を対象とした。  

2．TUG 

対象者には、TUG をできるだけ速く行うよう

に指示をした。  

1）椅子に座り，背もたれに軽くもたれかけ，

図 1 TUG テスト  
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手は大腿部の上に置いた姿勢をとる。 その際，

両足を床につける。  

2）合図で椅子から立ち上がり，できるだけ

速く歩いて（走ってはいけない），3m 先にあ

るミニコーンを折り返す。  

3）そのまま最大速度で歩いて，もとの椅子

に座る。  

3．動作の記録  

TUG をそれぞれ立ち上がり、歩行、方向転換

にわけ、方向転換時の動作、時間を記録した。

方向転換を行う際の各ステップを、一歩目を

軸足、二歩目を支持脚、三歩目を加速脚とし

た。さらにそれぞれのステップを、①ローデ

ィングレスポンス（LR)：両脚支持期②ミッ

ドスタンス（MS)：立脚期③ターミナルスタ

ンス（TS)：立脚期にわけて分析を行った。  

4．統計処理  

分析対象者から得られた情報に関して、平均

値および標準偏差を計算した。統計的有意の

検証には、T 検定を用いて危険率が 5％未満

のものを有意とした。記録された情報の相関

を検証するため、ピアソンの積率相関係数を

用いた。  

Ⅲ .結果  

1．TUG と方向転換時間  

TUG,方向転換時間ともに大学生が高齢者に

対して有意に速かった。TUG と方向転換時間

には正の相関（ r=0.88）がみられた。TUG テ

ストタイム中の方向転換にかかった時間の割

合に、高齢者と大学生の間で有意な差はみら

れなかった。  

 
図 TUG のタイム  

 
図 方向転換にかかった時間  

 

図 TUG テストタイム中の方向転換時間の

割合  

 
2．両脚支持期・立脚期比率  

高齢者は大学生に対して有意に両脚支持期の

比率が高かった。  
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図 軸脚の両脚支持期・立脚期比率  

 

 

図 支持脚の両脚支持期・立脚期比率  

 

 

図 加速脚の両脚支持期・立脚期比率  

3．高齢者の方向転換  

軸脚、支持脚、加速脚の各ステップに要した

時間に有意な差はみられなかった。方向転換

の 時 間 と 支 持 脚 立 脚 期 の 時 間 に 弱 い 相 関

(r=0.43)が、加速脚立脚期の時間に強い相関

(r=0.74)がみられた。  

 

図 各ステップに要した時間の割合  

Ⅳ .考察  

1．TUG のタイムに方向転換  

本研究の結果、TUG タイムと方向転換時間に

高い相関があった。大学生の TUG・方向転換

時間が高齢者に比べて有意に高かった。TUG

テストタイム中の方向転換にかかった時間の

割合に差はみられなかった。そのため、本研

究では、方向転換動作特有の加齢による現象

を示すことはできなかった。TUG には立ち上

がり、歩行動作、方向転換、座り動作等の各

相が存在するため、各相との関連を検証する

必要がある。  

2．方向転換時間 

本研究の結果、大学生が高齢者に比べて方向

転換に有する時間が短かった。方向転換中の

動作では、高齢者にくらべて大学生の立脚期

の比率が高かった。また、加速脚の立脚期と

支持脚の立脚期の時間と方向転換時間に相関

がみられた。立脚期と両脚支持期に関しては、

通常の歩行動作においても加齢に伴う変化と

して両脚支持時間の延長が報告されている。

このことから、方向転換時においても立脚期

の重要性が示唆された。 
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本研究では timed up and go テスト実行時の

高齢者と大学生の方向転換動作の違いを比較

した。これまでの研究から、高齢者は方向転

換時に crossover ステップをとる際にバラン

スを崩すことが多いことがわかっている。本

研究においても、大学生に比べて、高齢者の

方向転換動作は、支持脚による回旋、軸脚に

よる回旋を行う際の両脚接地時間に違いがみ

られた。  

Ⅳ．結論  

本研究の結果、加齢に伴う方向転換動作に変

化があると示唆された。今後、さらに方向転

換動作中の筋活動、床反力を検証することで

有効な評価指標の作成が可能となると考えら

れる。  
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